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歳　入　　126億81万円

依存財源依存財源
106億684万円

84.2％
106億684万円

84.2％

自主財源自主財源
19億9397万円

15.8％
19億9397万円

15.8％

地方交付税
23億7714万円  18.9%

その他の自主財源
1億4673万円  1.2%

使用料・手数料
1億534万円  0.8%

繰入金・繰越金
8億1846万円  6.5%

町税
9億2344万円  7.3%

その他の依存財源
2億4992万円  2.0%

町債（借金）
9億9803万円  7.9%

国県支出金
69億8175万円  55.4%

（うち除染対策分）
　56億6355万円  44.9％

（うち東電賠償分）
　1380万円  0.1％

（うち災害復旧分）
   5863万円  0.5%

町の収入でまかないきれない分
を国が交付、再配分するもの

給食費や町税の延滞金など

国や県からの補助金

銀行などからの借入金

地方譲与税、地方消費税
交付金など

町民税、固定資産税、町たばこ
税など

貯金を下ろして使うもの、
前年度残金の繰越金

町営住宅や保育所・幼稚園の
使用料など

歳　出　　118億8621万円
人件費
11億1972万円  9.4%

（うち職員給与）
 6億1490万円  5.2%
扶助費
3億5322万円  3.0%

公債費（借金返済）
6億3745万円  5.4%

普通建設事業費
16億1018万円  13.6%

災害復旧事業費
8億8190万円  7.4%

その他
7億4048万円  6.2%

補助費等
8億9291万円  7.5%

（うち除染など
　原発災害対策関連費用）
　46億3993万円  39.0％

維持補修費
3686万円  0.3%

物件費
56億1349万円  47.2% （うち除染など

　原発災害対策関連費用）
　2億4531万円  2.1%

（うち除染など原発災害対策関連費用）
　7億1781万円  6.0%

議員、正職員、嘱託職員の給与など

障害者福祉の費用や児童手当など

借入金の元金と利子の返済

住宅・事業所等の除染費用など

公共施設や町道などの補修費用

藤田病院や消防組合、ゴミ処
理組合の負担金など

特別会計への繰出金など

道の駅や仮置場の整備費用など

道路除染や庁舎建設の費用など

一般的経費

義務的経費義務的経費
21億1039万円

17.8％
21億1039万円

17.8％

投資的経費投資的経費
24億9208万円

21.0％
24億9208万円

21.0％
72億8374万円

61.2％
72億8374万円

61.2％

センターホールを改修
町の文化振興の拠点となる

一般会計歳出  118億8621万円
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初めてのキッズフェスティバルも文化センターで開催されました

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
１
２
６
億
81

万
円（
前
年
比
13
・
０
％
増
）、

歳
出
総
額
１
１
８
億
８
６
２
１

万
円（
前
年
比
12
・
６
％
増
）と

な
り
、
翌
年
度
に
繰
越
す
事
業

の
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
５
億
５
２
３
１
万
円（
前

年
比
15
・
８
％
増
）の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
事
業
は
、
道
の
駅
の

整
備
や
、
除
染
対
策（
仮
置
場
の

管
理
・
整
備
、
住
宅
な
ど
の
除

染
、
除
去
土
壌
の
搬
出
）の
本
格

的
な
推
進
、
老
朽
化
に
伴
う
中

学
校
外
壁
工
事
、
役
場
機
能
移

転
で
震
災
後
使
用
不
可
と
な
っ

て
い
た
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

の
改
修
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
地
方
創
生
や
歴
史
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
推
進
な
ど
主
要

事
業
が
控
え
て
い
る
た
め
、
さ

ら
な
る
財
源
確
保
と
歳
出
削
減

な
ど
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た

財
政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

自
主
財
源
の
中
心
と
な
る

町
税
は
前
年
比
２
１
４
６
万
円

増
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
は
、
庁
舎
建
設
に
よ
る
震

災
復
興
特
別
交
付
税
の
減
少
に

　
９
月
議
会
定
例
会
は
９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
９
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
平
成
27
年
度
決
算
認
定
や
地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
補
助
金
な

ど
を
増
額
す
る
補
正
予
算
、
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
条
例
制

定
な
ど
28
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
、

可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
７
項
目
に
わ

た
っ
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算

歳

入

よ
り
前
年
比
２
億
９
５
８
４
万

円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費（
人
件
費
な

ど
）は
前
年
比
１
億
６
４
８
４
万

円
増
、
投
資
的
経
費（
災
害
復
旧

費
な
ど
）は
４
億
２
３
２
３
万
円

減
、
そ
の
他
の
経
費（
積
立
金
な

ど
）は
１
億
６
９
３
９
万
円
減
と

な
り
ま
し
た
。
原
発
災
害
対
策

費
用
は
、
住
宅
除
染
の
最
終
年

■平成27年度特別会計決算状況
会 計 名 歳入総額 歳出総額

公 共 下 水 道 事 業 2億3637万円 2億3278万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億1616万円 1億1488万円
国 民 健 康 保 険 14億6100万円 13億8135万円
介 護 保 険 10億6724万円 10億3972万円
土 地 開 発 事 業 4583万円 4446万円
渇 水 対 策 施 設 785万円 756万円
大 木 戸 財 産 区 142万円 141万円
入 山 財 産 区 19万円 16万円

■平成27年度水道事業会計
収 支 別 収入 支出

収 益 的 収 支 2億6294万円 2億2455万円
資 本 的 収 支 6652万円 1億2024万円

資本的収支の不足分は過年度分損益勘定留保資金及び減債積立金で補てんしました。

■町債（借金）年度末現在高
会 計 名 平成27年度 平成26年度

一 般 会 計 63億1050万円 58億7400万円

下水道 16億9048万円 17億4002万円

合　計 80億98万円 76億1402万円

■主な基金年度末現在高
基 金 平成27年度 平成26年度

財 政 調 整 基 金 8億5304万円 8億5161万円
復興基金（平成２６年度新設） 6738万円 1億5002万円

東日本大震災復興(支援)交付金基金 3234万円 8403万円
ふれあい福祉基金 1億5197万円 1億5197万円

歳

出

文化9月
定例会

改めて

度
と
な
っ

た
こ
と
か

ら
、
26
年

度
よ
り

15
・
２
億

円
増
加
し

56
・
６
億

円
と
な
り

ま
し
た
。

平成27年度決算
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